
 

  

 幸せへのペンダント ［真貝 健一］ 



 

幸せへのペンダントについて 

 

写真は幸せへのペンダントと名付けられ、 

真貝の考察によるもので学力、教員の資質のモデル 

である。化学物質メタン（CH 4）の立体モデルを基に 

している。明確に目標を設定し、慎重に計画し、果敢に実行し、 

冷静に評価するという態度を習慣（Custom）とする。そして、 

情熱（Heart）の赤、思考（Head）の青、行動（Hands）の緑そして 

希望（Hope）の黄色をバランスよく育てている人は、幸せな学習者、指導者 

である。 

 このモデルが作られる道筋では理科教育講座の何人かの学生にヒントをも

らった。Heart、Head、Hands に第 4 の H として Hbit（習慣）を考え提案した

ら、「先生 Hbit には癖と言う意味がありますよ。」で、Custom を使うことにし

た。いい習慣を３つの H がカメラの三脚のように支えるというモデルになった。 

「先生、H が一つ足りませんね。」と、さらにすばらしいアドバイスをもらっ

た。そして、Hope（希望）を加え、現在のモデルになったのである。     

今後とも、周りの人と良いコミュニケーションをし、お互

いに高めあっていきたい。幸せに向かって。 

［真貝 健 一］ 

 

 


